
CUSTOMER 

グローバリゼーションプロダクトマネジメント日本, SAPジャパン株式会社 
2017年10月24日 

全銀協 XML 新システム 2020年一斉移行に向けた 
SAPの取り組みについて 

資料４ 



2 CUSTOMER © 2017 SAP SE or an SAP affiliate company. All rights reserved.  ǀ 

全銀協 XML 新システム 検討の経緯 

(概要)ERPシステムと全銀協XML新システム 

(開発スケジュール) XML新システム 

Agenda 



全銀協 XML 新システム 検討の経緯 

(注)「全銀ネット・XML新システム(金融・ITネットワークシステム) API仕様書説明会」での配布資料より引用して、SAPジャパンで加工したものです。 
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受取企業 支払企業 

入金消込に係る企業側の現状と課題 (1) 

(1)発注 (2)受注 

(3)納品 (4)検収 

(5)請求(売掛金計上) (6)請求書照合(買掛金計上) 

(7)月次請求 

(8)振込 (9)入金確認 

(10)入金照合 

商流EDI 
(XML等) 

固定長 固定長 

全銀 
システム 

売掛金と入金額が合
わない(請求書等から
差額原因を調査) 

受取企業から
の問い合わせ

対応 

売掛金の入金消込に膨大な時間とコストがかかっている !!! 

振込金額
合算 
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入金消込に係る企業側の現状と課題 (2) 

企業側が自由に使える「EDI情報欄(20桁)」が用意されているものの、20桁では足りない※等の理由により、あまり利用されていないのが実情である。 
※支払通知番号や請求書番号、日付など消込に必要な情報が桁数不足で格納できない。 

総合振込 データレコード 振込入金通知 データレコード 

<EDI情報> 
<支払通知番号>1111111</支払通知番号> 
<支払通知発行日>20170820</支払通知発行日> 
<請求書番号>2222222</請求書番号> 
<支払人企業法人コード>999999</支払人企業法人コード> 
<商品名>おいしい水</商品名> 
<単価>120</単価> 
<数量>100</数量> 
</EDI情報> 

XMLフォーマットは、データ項目の内容、長さやデータ間の関係を自由に設
定、変更できるなど柔軟性、拡張性を備えています。 
金融EDI情報としてどのような商流情報を格納すべきかについては全銀協
で制定されず、企業間によって整理頂くことになります。 

例(イメージ) 
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金融・IT ネットワークシステム (XML新システム)の構築 

 1‘  6’ は、個別金融機関が任意で自行システムを改修し、企業から直接(新システムを介さずに)XML電文による指図を受け付ける場合。 
 インターネットバンキング(ファイルアップロードダウンロード)については、1’ 6’ を採用。  
 新システムはプラットフォームであるため、EBサービスの申込対応等は、各金融機関で実施。 



(概要)ERPシステムと全銀協XML新システム 

(注)「全銀ネット・XML新システム(金融・ITネットワークシステム) API仕様書説明会」での配布資料より引用して、SAPジャパンで加工したものです。 
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企業 

通信制御 / 認証 

XMLファイル生成 
 / 変換 

FEBCR 

ERPシステムと全銀協XML新システムの概要 

REGUH 

REGUP XML 
Pain.001 

BSIK 
BSEG 

仕入先 
請求書登録 

ファイル 
生成 発注登録 請求書照合 支払処理 

得意先 
請求書登録 受注登録 請求伝票 

登録 
月次請求書

処理 XML 
Camt.052 
Camt.054 

ファイル 
取込 入金転記 得意先 

請求書消込 

BSID 
BSEG ??? (*) 

FEBEP 

FEBKO 

全
銀

協
 XM

L新
シ

ス
テ

ム
 

XML 

XML 

XMLファイル生成機能 

1 

XMLファイル変換機能と
取込機能 

2 

通信機能 
3 

クライアント証明書 
管理機能 5 

マスタ設定機能 4 

JX Procedure 

HTTPS POST 

EKPO 

EKKO 

VBAP 

VBAK 

VBRP 

VBRK 

RSEG 

RBKP 

* 日本向け機能”締め請求”をお使いの場合は、ISJPINVSUMHD, 
ISJP_INVSUMIT があります。 
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企業側に求められる機能要件 

分類 対応機能 対応機能詳細 

XMLファイル生成 
 / 変換 

XMLファイル生成機能 支払情報およびEDI情報※を元に、XML新システム向けに総合振込XMLファイ
ル(pain.001)の作成機能を提供する。 
※EDI情報については、base64でエンコードを実施する。 
例)従来の総合振込固定長ファイルを読込み、EDI情報を付加し、XMLファイル
を作成する、等。 

XMLファイル生成 
 / 変換 
 

XMLファイル変換機能と取込機能 XML新システムから受領する振込入金通知、入出金取引明細XMLファイル
(camt.052、camt.054)を元に、受取企業向けにEDI情報※を還元し、入
金消込ができる機能を提供する。 
※EDI情報については、base64でデコードを実施する。 
例)XMLファイルを読込み、入金消込用にCSV等ファイルに変換する、等。 

通信制御 / 認証 通信機能 XML新システムとJX手順によってXMLファイルを送受信する機能を提供する。
(伝送制御情報等を設定するBAHを作成、クライアント証明書による認証を実
施する) 

通信制御 / 認証 
 

マスタ設定機能 XML新システムとの通信を行う際の伝送先情報、JX通信情報(サイクル番号
等)、クライアント証明書情報を設定する機能を提供する。 

通信制御 / 認証 
 

クライアント証明書 
管理機能 

クライアント証明書の有効期限管理、登録・更新機能を提供する。 

1 

2 

3 

4 

5 
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EDI情報の設定について 

 XMLファイルのEDI情報は、Unstructured タグ (<Ustrd>タグ)に設定します。このタグは、1文字から140文字の範囲の文
字数の設定が可能であり、EDI情報が140文字を超える場合は、Unstructured タグを複数回繰り返し設定することが可能
とされています。 

 Unstructured タグにはXMLタグを含むデータ設定はできないため、EDI情報としてXMLタグを含むデータを設定する場合は、
MINEヘッダーを付加し、base64 エンコードを実施する必要があります。 

EDI情報データイメージ 
base64エンコード前 

EDI情報データイメージ 
base64エンコード後 

EDI情報データイメージ 
<Ustrd>タグ設定後 

4行目以降にbase64エンコード実施後の文字列を76文字毎に
改行して、各行を<Ustrd>タグで囲む 



(開発スケジュール) XML新システム 

(注)「全銀ネット・XML新システム(金融・ITネットワークシステム) API仕様書説明会」での配布資料より引用して、SAPジャパンで加工したものです。 



12 CUSTOMER © 2017 SAP SE or an SAP affiliate company. All rights reserved.  ǀ 

開発スケジュール 

2017年 2018年 2019年 

1月-3月 4月-6月 7月-9月 10月-12月 1月-3月 4月-6月 7月-9月 10月-12月 1月- 

要件定義 

基本設計 詳細設計 製造 
単体試験 結合試験 総合試験 受入試験 総合運転試験 

サービス提供時期検討 

参
加
意
思
表
示 

金融機関試験準備 金融機関試験実施 

検討・開発・試験 

販売・導入支援等 

接続試験 

サービス 
開始 

全
銀
協
・全
銀
ネ
ット

 
ベ
ン
ダ
ー

 
金
融
機
関

 
企
業

 
ベ
ン
ダ
ー

 

2018年12月 



No part of this publication may be reproduced or transmitted in any form or for any purpose without the express permission of SAP SE or an SAP affiliate company. 

The information contained herein may be changed without prior notice. Some software products marketed by SAP SE and its distributors contain proprietary software components  
of other software vendors. National product specifications may vary. 

These materials are provided by SAP SE or an SAP affiliate company for informational purposes only, without representation or warranty of any kind, and SAP or its affiliated 
companies shall not be liable for errors or omissions with respect to the materials. The only warranties for SAP or SAP affiliate company products and services are those that are  
set forth in the express warranty statements accompanying such products and services, if any. Nothing herein should be construed as constituting an additional warranty.  

In particular, SAP SE or its affiliated companies have no obligation to pursue any course of business outlined in this document or any related presentation, or to develop or release 
any functionality mentioned therein. This document, or any related presentation, and SAP SE’s or its affiliated companies’ strategy and possible future developments, products, 
and/or platform directions and functionality are all subject to change and may be changed by SAP SE or its affiliated companies at any time for any reason without notice. The 
information in this document is not a commitment, promise, or legal obligation to deliver any material, code, or functionality. All forward-looking statements are subject to various  
risks and uncertainties that could cause actual results to differ materially from expectations. Readers are cautioned not to place undue reliance on these forward-looking statements, 
and they should not be relied upon in making purchasing decisions. 

SAP and other SAP products and services mentioned herein as well as their respective logos are trademarks or registered trademarks of SAP SE (or an SAP affiliate company)  
in Germany and other countries. All other product and service names mentioned are the trademarks of their respective companies.  
See http://global.sap.com/corporate-en/legal/copyright/index.epx for additional trademark information and notices. 
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